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市長選挙の日程

選挙管理委員会では、市長選

挙の日程を 9月Z8目、つぎの

とおり決まりました。

選挙期日の告示“H ・H ・11月24日
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(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
〉

O 

い
よ
い
よ
大
村
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
市
庁
舎
が

新
し
く
で
き
あ
が
り

ま
す

そ
し
て
十
月
十
二
日
か
ら

新
し
い
庁
舎
で
仕
事
を
始
め
る
予
定

で
す

市
庁
舎
が
完
成
し
ま
す
の
で

十
月
十
二
H
か
ら
仕
事
を
始

め
る
予
定
で
す
。

こ
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
市

民
の
み
な
さ
ん
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

行
事
日
程

新
庁
舎
の
落
成
式
は
十
月
八

日
に
行
な
い
十
月
十
日
(
土

曜
日
)
と
十
一
日
(
日
曜
日
〉

に
か
け
て
移
転
の
作
業
を
行

な
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
事
務
局

議
会
事
務
局
、
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
、
監
査
委
員
会

事
務
局
は
九
日
か
ら
移
転
作

業
を
行
な
い
ま
す
。

そ
し
て
、
十
月
十
二
日
(
月

曜
日
)
か
ら
平
常
連
b
新
庁

舎
で
仕
事
を
始
め
る
予
定
で

す。新
庁
舎
の
案
内

新
庁
舎
で
の
事
務
の
取
b
扱

い
は
従
来
と
変
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
課
を
ど
の
あ
る
と

こ
ろ
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は

受
付
を
玄
関
近
く
に
設
け
て

お
り
ま
す
の
で
治
た
十
ね
く

だ
さ
い
。
市
民
み
な
さ
ん
に

直
接
関
係
の
あ
る
課
は
ほ
と

ん
ど
一
階
に
あ
り
ま
す
。

市
民
課
で
で
き
る
手
続 巧吋

〆、... 

⑦
証
明
書
の
交
付
と
公
簿
の

閲
覧

⑧
児
童
生
徒
の
転
入
学
屈
出

⑨
収
入
証
紙
の
購
入

以
上
の
手
続
以
外
の
用
件

の
方
は
直
接
該
当
す
る
課

ヘ
沿
い
で
く
だ
さ
い
。

な
岳
、
水
道
部
と
事
業
課

は
新
庁
舎
に
は
入

b
ま
せ

ん。
電
話

電
話
番
号
は
従
来
通
b

三
、
一
一
一
番

パ
ス
の
停
留
所

従
来
の
「
海
水
浴
場
入
口
』

が
十
月
一
日
か
ら
「
市
役
所

前
」
と
変
わ
り
普
通
パ
ス
だ

げ
が
止
り
ま
す
。

①
戸
籍
、
住
民
登
録
、
印
か

ん
登
録
、
主
食
配
給
、
外

国
人
登
録

e

②
市
営
住
宅
、
県
営
住
宅
の

入
居
申
込

③
助
産
費
、
葬
祭
費
支
給
申

請
の
受
付
と
支
給
新
市
庁
舎
の
案
内
図
は
つ
ぎ
の

④
自
動
車
臨
時
運
行
許
可
ペ

l
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い

⑤
汚
物
容
器
設
置
届
出
下
が
一
階
、
上
が
二
階
と
な
っ

⑥

火

葬

場

使

用

の

届

出

て

い

ま

す

ーー一一ーーー一一一-1

犬
は
必
ず
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
一

十
月
十
日
か
ら
犬
の
放
し
飼
い
は
で
き
な
い
こ
と
一

陀

ま

り

ま

す

。

一

道
路
公
圏
在
ど
へ
つ
れ
て
行
く
と
き
は
大
き
い
犬
一

も
小
さ
い
犬
も
必
デ
グ
サ
リ
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
一
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叩
月
1
日
よ
り

補
充
選
挙
人
名
簿
の

登
録
申
出
が
い
つ
で
も
で
き
る

公
職
選
挙
法
の
改
正
で
、
十
③
資
格
が
あ
っ
て
現
在
使
用
し

月
一
日
か
ら
選
挙
の
あ
る
・
な
し
て
い
る
選
挙
人
名
簿
に
登
録

に
か
か
わ
ら
歩
、
い
つ
で
も
補
も
れ
の
人

充
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
出
が
ム
申
・
出
の
方
法
と
場
所

次
の
と
語
り
で
さ
る
こ
と
に
な
所
定
の
申
出
書
用
紙
に
よ

b

り

ま

し

た

。

市

民

課

、

各

出

張

所

又

は

選

挙

ム

申

出

の

該

当

者

管

理

委

員

会

事

務

局

に

申

し

出

①
市
外
よ
り
新
ら
し
く
転
入
し
て
く
だ
さ
い
。
申
出
書
用
紙
は

た

人

備

え

つ

け

て

お

り

ま

す

。

②
従
前
か
ら
大
村
市
に
住
ん
で
友
台
、
沿
わ
か
り
に
な
ら
な

い
た
人
で
満
二
十
才
に
な
っ
い
こ
と
は
選
挙
管
理
委
員
会
事

た

人

務

局

へ

最
た
守
ね
下
さ
い
。

-
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10月1日から「赤い羽根J共同募金
運動が全国的に展開されます。 昨年

は皆様の温かいご理解により本市の

目標額749，000円に対し852，049円の 五
募金があT116ガの達成率をみましたい

羽
これは市民のみなさんが「世の中 根

の不幸をなくし治互いにみんながし 」

あわせであるように・・…」との、温 些
い心のあらはれであ bましょう。 署
この温い心の浮財で県下民聞社会 金

福組事業はそれぞれ整備され事業事

内容もますます充実発展してきてい 寸

ます。どうか本年も昨年同様「赤い i 
羽根」共同募金にご協力くださいま 1 

すよう淵いいたします。 I

山一…ー…ー…ー…ー…ー…ー…ー…一…一…ー…ー…ー…ー…ー…ー…ー…ー…

9月から道路交通法かわる

ち
ょ
っ
と
の
油

断
か
ら
・
.... 

こ
と
も
を
交
通
事
故
か
ら

ま
も
り
ま
し
ょ
う

「キーブレフト」の原則など

3司15日からL4日 までの10日間実施されました安全

運動法、大村官内で旬間中3件の事故発生にとどまり

きわめて良い成績で沿わりました。市民のみなさん

のご協力を深〈感謝します。

お母さんの注意で子供の事故をなくしましよう

また9JJ1EJから道路交通法が一部改正され、車両

の通行方法が「キープレフト」の原則(左側部分の

左寄b通行の原則)に改められたり、自転車が2台以

上横に並んで走ることが禁止された りしていますの

で、よく知って正しい運転を励行しましょう。

‘¥ 

障
害
年
金
の
支
給
範
囲
が

一…ー…ー…一…ー…ー…ー…ー…ー…ー…ー…ー…一…ー…一一-一…ー…ー…ー

広
く
な
り
ま
し
た

こ
れ
ま
で
、
障
害
年
金
の
支

給
範
囲
は
肢
体
不
自
由
な
と

外
部
障
害
に
限
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
ん
ど
の
国
民
年

金
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
次

の
よ
う
な
内
部
障
害
(
内
科

的
疾
患
)
も
年
金
支
給
の
対

象
に
友

b
ま
し
た
。

新
た
に
加
え
ら
れ
た

内
部
障
害
の
対
象

①
結
核
性
疾
患
に
よ
る
身
体

の
機
能
障
害

②
結
核
性
疾
患
で
長
期
に
わ

た
っ
て
安
静
を
必
要
と
す

る
病
状
の
も
の

③
結
核
性
疾
患
で
は
な
い
呼

吸
器
障
害

④
精
神
障
害
(
精
神
病
賞
、

神
経
症
、
精
神
薄
弱
に
よ

る
も
の
を
除
く
)

③
内
部
障
害
と
外
部
障
害
と

の
併
合
し
た
も
の
。

障
害
程
度
一
級
の
方

新
た
に
加
え
ら
れ
た
内
部
障

害
の
う
ち
で
、
特
に
機
能
障

害
、
ま
た
は
病
状
が
日
常
の

用
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
程
度
、
す
な
わ
ち
適
当
な

介
護
を
受
け
て
生
活
し
て
い

る
も
の
(
障
害
程
度
一
級
)

で
、
昭
和
三
十
九
年
八
月
一

日
現
在
で
二
十
才
か
ら
八
十

才
ま
で
の
人
は
障
害
福
祉
年

金
が
昭
和
三
十
九
年
の
八
月

分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

障
害
程
度
ニ
級
の
方

機
能
の
障
害
ま
た
は
病
肢
が

日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を

与
え
た

b
、
ま
た
は
日
常
生

活
に
著
し
い
制
限
を
加
え
る

こ
と
を
必
要
と
す
る
程
度
の

方
〈
障
害
程
度
二
級
)
に

は

障
害
、
病
状
の
初
診
自
に

お

い
て
、
国
民
年
金
法
に
定
め

る
障
害
年
金
の
支
給
要
件
主

み
た
し
℃
い
る
場
合
に
は
拠

出
制
の
障
害
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

請
求
受
付
は
市
の
保
険
年
念

課
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課
へ

お
た
十
ね
く
だ
さ
い
。
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圃
型
書
ヨ
圃
温
圃
祖
国
っ
た
「
ひ
え
」
を
無
雑
作
に
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

• 

-
E
E
E
-
E
E自
由

畦

端
に
積
み
上
け
た

b
、

川

こ

う

す
る
こ
と
で
雑
草
の
種

…

【

切

り

取

っ

た

へ

投

け
捨
て
た
り
し
で
あ
る
子
の
根
絶
が
で
き
る

の
で
す

…

マ
自
衛
隊
仮
装
カ
ー
ニ
バ
ル
…

“

「

ひ

え

」

の

始

末

】

の

を

よ

く

見

か

け

ま
す
。

ま

た

、

道

路

に

切

り

取

っ

た

…

十
九
日
午
後
一
時
よ

b
市
中
…

-
、草
の

主

者

と

い

わ

れ

る

こ

れ

は

折

角
切

と

り

は

し

た

雑
草
を
出
す
と
道
路
が
あ
れ
…

行
進、

大
村
、

竹
松
、
海
上
…

「
ひ
え
」

の
除
草
忙
農
家

も
の
の
来
年
の
種
ま
き
を
し
多
数
の
方
に
迷
惑
を
か
け
ま
…

各
隊
よ
り
出
場
、
審
査
の
う
一
…
『
の
方
々
は
、
大
変
苦
労
し
て
た
よ
う
な
も
の
左
の
で
す
。
す
。

え
賞
を
贈

お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
切
り
取
っ
た
も
の
は
一
定
の
道
路
は
治
互
い
に
い
か
し
て
…

〔経
路
〕
(
予
定
)
午
後
一
時
…

と
こ
ろ
で
、

折
角
切

b
取
場
所
に
集
め
て
、

焼
き
捨
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

原
U
↓
桜
馬
場
↓
午
後
一
時
…

半
大
村
部
隊
前
↓
古
町
↓
向

陽
町
↓
午
後
二
時
中
央
公
民

守
電
気
器
具
展
示
会

館
前

(
審
査
〉

↓

駅

前

八

幡

十

八
日
よ

b
二
十
日
ま
で

町
↓
片
町
↓
午

後

二

時

半

公

中

央
公
民
館

園
前
↓
西
沢
角
↓
本
町
↓
駅

前
新
通
り
↓
午
後
三
時
(
審

査
発
表
)
↓
国
道
↓
市
立
病

院
前
↓
帰
隊

マ
植
木
盆
栽
展

十
三
日
よ
り
二
十
日
ま
で

駅
前
親
和
銀
行
敷
地

、・s'
aa崎
・，，‘、

岡
国
o
s
-
-
r
a
s
e

間
国
o
s
-
-
r
a
s
e

芳
三
回
大
村
市
産
業
祭
行
事
決
る

十
月
十
三
日
よ
り
ニ
十
日
ま
で

恒
例
の
産
業
祭
も
今
年
で
才
三
回
目
を
迎
え
ま
す
。

今
年
は
特
に
新
市
庁
舎
落
成
を
記
念
す
る
行
事
と
し
て

次
の
と
語
り
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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マ
市
畜
産
共
進
会

十
三
日
午
前
九
時
よ
り

玖
島
崎
補
助
グ
ラ
ク
シ
ド

マ
職
域
対
抗
の
ど
自
慢
コ
ン

ク
ー
ル
(
予
定
)

十
七
日

午
後
六
時
よ

b

中
央
公
民
館

こ
の
ヨ
ジ
ク
ー
ル
の
出
場
者

を
募
集
中
で
す
。
申
込
所
は

商
工
会
議
所
内
で
す
か
ら
ふ

る
っ
て
と
参
加
く
だ
さ
い
。

1
1
1
1
 

マ
民
芸
競
演
会

十
八
日
午
前
十
一
時
よ
り

三
城
小
、
諏
訪
神
社
広
場

西
中

、
竹
松
小
(
予
定
〉

松
原
小
の
各
グ
ラ
ワ
ン
ド

を
巡
回
し
て
行
な
い
ま
す

〔
出
演
〕
大
村
蛇
踊
、

黒

丸
踊
、
民
謡
協
会
、

各
地

区
舞
踊
、
長
崎
オ

ラ
ン
ダ

万
才
、

諌
早
新
地
節
、
島

原
の
子
守
唄

申込・…10月10日まで

矛5回市民音楽会を開催

します。

期日 11月3日

(文化の日〉

9時30分から

16時まで

会場 中央公民館ホール

参加者の資格

大村市民で音楽を本業と

しない団体又は個人

出演所要時謁

個人10分以内団体15分

以内

申込期日

申込み先

10月10日まで

中央公民館

事務所

t:r..治申込用紙は事務室に

用意して治bます。

.市民音楽会

町、3
爪一

マ
オ
ー
ト
バ
イ
展
示
会

十
八
日
よ
り
二
十
日
ま
で

中
央
公
民
館

-
秋
の
慰
霊
祭
が

行
な
わ
れ
ま
す

県
殉
国
慰
霊
奉
賛
会
の
主
催

に
よ
る
県
下
の
秋
季
慰
霊
祭
が

十
月
二
十
日
午
前
十
時
三
十
分

よ
り
、
県
忠
霊
塔
(
三
城
公
園
)

に
お
い

て
行
な
わ
れ
ま
す
。

市
民
み
友
さ
ん
も
で
き
る
だ

大
村
市
で
も
長
崎
地
方
裁

け
多
く
参
列
し
て
く
だ
さ
い
。

判
所、

長
崎
家
庭
裁
判
所
カ

弁
護
士
会
、
大
村
調
停
協
会

-
内
職
、巡
回
相
談
と

の
協
力
を
え
て
つ
ぎ
の
と
長

り
家
事
関
係
、
民
事
関
係

の

移

動

展

が

聞

か

れ

ま

す

法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。

県
は
内
職
相
談
と
移
動
展
主

ご
遠
慮
な
く
ご
参
集
く
だ

次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
唱

さ
い
。

目

時

十

月

五

日

日
時

午
前
九
時
三
十
分

t

午
後
三
時

場

所

中

央

公

民

館

無
料
法
律
相
談
所
を
開
設

十
月
五
日
:
:
:
法
の
日
週
間
に

国
民
主
権
の
も
と
に
、
国

を
あ
け
て
法
を
尊
重
し
、
法

に
よ
っ
て
個
人
の
基
本
的
権

利
を
守
り
、

法
に
よ

っ
て
社

会
秩
序
を
確
立
す
る
精
神
を

高
め
る
た
め
、
昭
和
三
十
五

年
か
ら
十
月
一
日
が
「
法
の

日
」
と
き
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
も
十
月

一
日
か
ら

一

週
間
を

「
法
の

日
週
間
」
と

し
て
全
国
的
に
い
ろ
い
ろ

の

行
事
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

場
所

十
月
五

u

午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

商
工
会
議
所

-" 


